
１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（道路）　4件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

①
一般国道58号　浦添

ウラソエ

北
キタ

道路
ド ウ ロ

（浦添
ウラソエ

市
シ

、宜野湾
ギ ノ ワ ン

市
シ

）

平成18年度
304億円

事業区間：沖縄県宜野湾市宇地泊～浦添市港川

延長： 2.0 ｋｍ

用地進捗率：約66％
事業進捗率：約58％

事業継続

　浦添北道路は、沖縄西海岸道路の一部を構成し、那覇港、
那覇空港等へのアクセス性向上、那覇都市圏の交通混雑の
緩和等に寄与する事業であり、これは沖縄振興計画（沖縄21
世紀ビジョン基本計画）の「陸上交通基盤の整備」の趣旨にか
なうものであり、地域から早期整備の要望を受けている事業で
ある。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を継続
することは適当である。

【沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計画）】
P57　第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（１）自立型経済の構築に向けた基盤の整備
　ウ　陸上交通基盤の整備
　陸上交通は、県民生活や観光客の利便性の向上及び産業
の発展に密接に関わっていることから、高速性、定時性、安全
性の確保に加え、広域交流拠点と各圏域拠点間のアクセスの
改善、公共交通機関の整備等、多様なニーズに対応した質的
充実を図ります。
このため、道路の整備については、那覇空港自動車道の完成
供用及び読谷村から糸満市に至る沖縄西海岸道路の全線の
早期完成に向けた整備を促進するとともに、南部東道路等の
幹線道路の整備を引き続き推進し、本島南北軸・東西軸を有
機的に結ぶ幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の構築を図
ります。また、那覇都市圏の交通の円滑化を図るため、環状道
路等の整備を推進します。あわせて、道路利用者の利便性や
快適性の向上を図るため、情報通信技術の活用等による交通
の円滑化や沿道環境及び景観に配慮した道路整備等を推進
します。

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、事業全体
2.4・残事業12.3

再評価を実施した事業
別紙１



１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（道路）　4件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

　嘉手納バイパスは、幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の
一部を構成し、中部地域及び北部地域から那覇港、那覇空港
等へのアクセス性向上、嘉手納町内等における国道58号の交
通混雑の緩和等に寄与する事業であり、これは沖縄振興計画
（沖縄21世紀ビジョン基本計画）の「陸上交通基盤の整備」の
趣旨にかなうものであり、地域から早期整備の要望を受けてい
る事業である。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を継続
することは適当である。

【沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計画）】
P57　第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（１）自立型経済の構築に向けた基盤の整備
　ウ　陸上交通基盤の整備
　陸上交通は、県民生活や観光客の利便性の向上及び産業
の発展に密接に関わっていることから、高速性、定時性、安全
性の確保に加え、広域交流拠点と各圏域拠点間のアクセスの
改善、公共交通機関の整備等、多様なニーズに対応した質的
充実を図ります。
このため、道路の整備については、那覇空港自動車道の完成
供用及び読谷村から糸満市に至る沖縄西海岸道路の全線の
早期完成に向けた整備を促進するとともに、南部東道路等の
幹線道路の整備を引き続き推進し、本島南北軸・東西軸を有
機的に結ぶ幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の構築を図
ります。また、那覇都市圏の交通の円滑化を図るため、環状道
路等の整備を推進します。あわせて、道路利用者の利便性や
快適性の向上を図るため、情報通信技術の活用等による交通
の円滑化や沿道環境及び景観に配慮した道路整備等を推進
します。

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、事業全体
2.0・残事業2.4

②
一般国道58号　嘉手納

カ デ ナ

バイパス

（嘉手納
カ デ ナ

町
チョウ

、読谷村
ヨミタンソン

）

昭和62年度
286億円

事業区間：沖縄県読谷村古堅～嘉手納町兼久

延長：3.2ｋｍ

用地進捗率：約90％
事業進捗率：約10％

事業継続



１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（道路）　4件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

③
一般国道58号　名護

ナ ゴ

東
ヒガシ

道路

（名護
ナ ゴ

市
シ

）

平成9年度
962億円

事業区間：沖縄県　名護市伊差川～名護市数久田

延長：6.8ｋｍ

用地進捗率：約83％
事業進捗率：約40％

　事業継続

　名護東道路は、幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の一
部を構成し、沖縄本島北部地域から那覇港、那覇空港等への
アクセス性向上、名護市街地の交通混雑の緩和等に寄与する
事業であり、これは沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計
画）の「陸上交通基盤の整備」の趣旨にかなうものであり、地
域から早期整備の要望を受けている事業である。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を継続
することは適当である。

【沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計画）】
P57　第3章　基本施策
3　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（１）自立型経済の構築に向けた基盤の整備
　ウ　陸上交通基盤の整備
　陸上交通は、県民生活や観光客の利便性の向上及び産業
の発展に密接に関わっていることから、高速性、定時性、安全
性の確保に加え、広域交流拠点と各圏域拠点間のアクセスの
改善、公共交通機関の整備等、多様なニーズに対応した質的
充実を図ります。
　このため、道路の整備については、那覇空港自動車道の完
成供用及び読谷村から糸満市に至る沖縄西海岸道路の全線
の早期完成に向けた整備を促進するとともに、南部東道路等
の幹線道路の整備を引き続き推進し、本島南北軸・東西軸を
有機的に結ぶ幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の構築を
図ります。また、那覇都市圏の交通の円滑化を図るため、環状
道路等の整備を推進します。あわせて、道路利用者の利便性
や快適性の向上を図るため、情報通信技術の活用等による交
通の円滑化や沿道環境及び景観に配慮した道路整備等を推
進します。

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、事業全体
1.1・残事業2.0



１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（道路）　4件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

　恩納バイパスは、幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の一
部を構成し、沖縄本島有数のリゾート施設群及び沖縄科学技
術大学院大学から那覇港、那覇空港等へのアクセス性向上等
に寄与する事業であり、これは沖縄振興計画（沖縄21世紀ビ
ジョン基本計画）の「陸上交通基盤の整備」の趣旨にかなうも
のであり、地域から早期整備の要望を受けている事業である。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を継続
することは適当である。

【沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計画）】
P57　第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（１）自立型経済の構築に向けた基盤の整備
　ウ　陸上交通基盤の整備
　陸上交通は、県民生活や観光客の利便性の向上及び産業
の発展に密接に関わっていることから、高速性、定時性、安全
性の確保に加え、広域交流拠点と各圏域拠点間のアクセスの
改善、公共交通機関の整備等、多様なニーズに対応した質的
充実を図ります。
　このため、道路の整備については、那覇空港自動車道の完
成供用及び読谷村から糸満市に至る沖縄西海岸道路の全線
の早期完成に向けた整備を促進するとともに、南部東道路等
の幹線道路の整備を引き続き推進し、本島南北軸・東西軸を
有機的に結ぶ幹線道路網（ハシゴ道路ネットワーク）の構築を
図ります。また、那覇都市圏の交通の円滑化を図るため、環状
道路等の整備を推進します。あわせて、道路利用者の利便性
や快適性の向上を図るため、情報通信技術の活用等による交
通の円滑化や沿道環境及び景観に配慮した道路整備等を推
進します。

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、事業全体
3.1・残事業6.9

④
一般国道58号　恩納

オ ン ナ

バイパス

（恩納
オ ン ナ

村
ソン

）

平成元年
330億円

事業区間：沖縄県　恩納村字瀬良垣～恩納村字南恩
納
　
延長：5.1ｋｍ

用地進捗率：約99％
事業進捗率：約76％

事業継続



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

⑤

那覇港
ナハコウ

浦添
ウラソエ

ふ頭
トウ

地区
チク

国内
コクナイ

物流
ブツリュウ

ターミ

ナル整備
セイビ

事業
ジギョウ

（浦添
ウラソエ

市
シ

）

平成９年度
１８９億円

・実施箇所
　　那覇港浦添ふ頭地区

・事業概要
　　岸壁(水深７．５ｍ)　　　　延長   ２６０ｍ
　　泊地(水深７．５ｍ)　　　　土量 約１３万ｍ3
　　港湾施設用地 　　 　　　　面積 約２．３ha
　　ふ頭用地舗装 　　 　　　　面積 約２．２ha
　　防波堤　  　　　　　　　　延長   ３００ｍ

・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約９３％

今後は、平成２９年度の完成を目
指し、防波堤（浦添第一）の進捗
を図る。

　本事業は、那覇港の物流効率化を図り、さらに航
行船舶及び荷役作業の安全性と効率性を確保する観
点から整備するものであり、これは、沖縄21世紀ビ
ジョン基本計画「人流・物流を支える港湾の整備」
の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５６ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「那覇港については、那覇空港やふ頭間等とを結ぶ
臨港道路の整備、防波堤や耐震岸壁などの港湾施設
の整備を促進します。（略）生活物資や産業関連物
資等が集中する国内航路については、船舶の大型化
等に対応するため、岸壁、ふ頭用地、上屋などの港
湾施設の強化・拡充等を図るほか、各ふ頭の機能再
編を実施し、効率的で安全な港を整備します。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体１．２・残事業１１．０

再評価を実施した事業
別紙１



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑥

中城
ナカグスク

湾
ワン

港新港
シンコウ

地区
チク

国際
コクサイ

物流
ブツリュウ

ターミナ

ル整備
セイビ

事業
ジギョウ

（うるま市、沖縄
オキナワ

市
シ

）

平成４年度
４９６億円

・実施箇所
　　中城湾港新港地区

・事業概要
　　岸壁(水深１１ｍ)　　　　延長　　 １９０ｍ
　　泊地(水深１１ｍ)　　　　土量 約３４２万ｍ3
　　港湾施設用地　　　　　　面積 約　１．１ha
　　臨港道路　　　　　　　　一式
　
・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約８２％

今後は、平成２８年度の完成を目
指し、泊地の進捗を図る。

　本事業は、中城湾港の新港地区立地企業の物流効
率化を図り、さらに企業進出促進を図る観点から整
備するものであり、これは、沖縄21世紀ビジョン基
本計画「人流・物流を支える港湾の整備」の趣旨に
かなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５７ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「中城湾港については、沖縄本島東海岸地域の活性
化を図るため、新港地区、泡瀬地区及び西原与那原
地区の整備を推進します。特に新港地区において
は、産業支援港湾としての整備を着実に進めるとと
もに、那覇港との適正な機能分担や定期航路就航の
実現等により物流拠点の形成を推進します。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体１．１・残事業１０．８



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑦
平良
ヒララ

港本
ホン

港
コウ

地区
チク

防波堤
ボウハテイ

整備
セイビ

事業
ジギョウ

（宮古島
ミヤコジマ

市）

昭和６０年度
７２９億円

・実施箇所
　　平良港本港地区

・事業概要
　　防波堤(下崎西)　　　　　延長  ２,４００ｍ
　　防波堤(下崎北)　　　　　延長　 　８１０ｍ
　　防波堤(下崎北)(第二)　　延長　　 ３００ｍ
　　防波堤(下崎北)(改良)　　延長　　 ４００ｍ
　　防波堤(下崎西)(改良)　　延長  ２,０００ｍ
　　避難泊地(水深10ｍ)　　　土量　 約１０万ｍ3
　　航路(水深11ｍ） 　　　　土量　 約　４万ｍ3
　
・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約８９％

今後は、平成３５年度の完成を目
指し、防波堤（改良）の進捗を図
る。

　本事業は、平良港において、荒天時の安全な避泊
水域の確保を図り、海難事故による損失を回避する
観点から整備するものであり、これは、沖縄21世紀
ビジョン基本計画「人流・物流を支える港湾の整
備」の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５６ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「平良港、石垣港、本部港については、それぞれの
圏域の拠点としての機能を高め、大型クルーズ船に
対応する旅客船バース等の整備を進めるとともに、
（略）。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体１．１・残事業７．６



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑧

平良
ヒララ

港漲水
ハリミズ

地区
チク

複合
フクゴウ

一貫
イッカン

輸送
ユソウ

ターミ

ナル改良
カイリョウ

事業
ジギョウ

（宮古島
ミヤコジマ

市）

平成２４年度
６０億円

・実施箇所
　　平良港漲水地区

・事業概要
　　岸壁(水深7.5ｍ)(改良)(耐震)　延長 ２２０ｍ
　　港湾施設用地 　　　　 　　　 面積 約　３ha
　　臨港道路 　　　　　　 　　　 延長 ２４４ｍ
　　緑地 　　　　　　　　 　　　 面積 約　３ha
　　ふ頭用地 　　　　　　 　　　 面積 約　３ha
　
・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約４４％

今後は、平成２９年度の完成を目
指し、岸壁や港湾施設用地等の進
捗を図る。

　本事業は、平良港の安全かつ安定的な海上輸送の
確保及び非効率な荷役形態の改善等を図る観点から
整備するものであり、これは、沖縄21世紀ビジョン
基本計画「災害に強い県土づくりと防災体制の強
化」「人流・物流を支える港湾の整備」の趣旨にか
なうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
２　心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
(４)　社会リスクセーフティネットの確立
Ｐ４７ イ 災害に強い県土づくりと防災体制の強化
「(略)災害時の輸送手段及び代替性の確保について
は、(略)空港・港湾・漁港における緊急物資輸送機
能を有する施設の整備や安全で安定的な運航の確保
(略)構築します。」
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５６ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「平良港、石垣港、本部港については、それぞれの
圏域の拠点としての機能を高め、大型クルーズ船に
対応する旅客船バース等の整備を進めるとともに、
（略）。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体２．６・残事業５．０



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑨

石垣
イシガキ

港本
ホン

港
コウ

地区
チク

離島
リトウ

ターミナル整備
セイビ

事業
ジギョウ

（石垣
イシガキ

市）

平成１５年度
８８億円

・実施箇所
　　石垣港本港地区

・事業概要
　　岸壁(水深7.5ｍ)　　　　　延長 　１３０ｍ
　　泊地(水深7.5ｍ)　　　　　土量　 約７万ｍ3
　　港湾施設用地　　　　　 　面積 　約０.３ha
　　臨港道路　　　　　　　 　延長 　８２０ｍ
　　緑地　　　　　　　　　 　面積 　約　２ha
　　岸壁(水深4.5ｍ)　　　　　延長 　１２０ｍ
　　物揚場(水深3.0～3.5ｍ) 　延長　 ３２３ｍ
　　防波堤(沖南)　　　　　 　延長　　 ２４ｍ
　　波除堤(北)　　　　　　 　延長　 １１５ｍ
　　上屋　　　　　　　　　 　棟数　　　 ２棟
　　浮桟橋　　　　　　　　 　基数　　　 ４基
　
・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約８２％

今後は、平成３２年度の完成を目
指し、物揚場や岸壁等の進捗を図
る。

　本事業は、石垣港の既存施設の利用上の問題を改
善し、また市街地の安全性の確保の観点から整備す
るものであり、これは、沖縄21世紀ビジョン基本計
画「人流・物流を支える港湾の整備」「観光客の受
入体制の整備」の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５６ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「平良港、石垣港、本部港については、それぞれの
圏域の拠点としての機能を高め、大型クルーズ船に
対応する旅客船バース等の整備を進めるとともに、
（略）。」
(２)　世界水準の観光リゾート地の形成
Ｐ６０ ウ 観光客の受入体制の整備
「(略）海の玄関口である港湾については、大型ク
ルーズ船に対応した岸壁やターミナルビル等の整
備、(略)、高齢者等が安全に利用するための浮桟橋
等の整備を推進します。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体２．０・残事業２．６



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑩

石垣
イシガキ

港新港
シンコウ

地区
チク

旅客
リョキャク

船
セン

ターミナル整
セイ

備
ビ

事業
ジギョウ

（石垣
イシガキ

市）

平成１７年度
１４９億円

・実施箇所
　　石垣港新港地区

・事業概要
　　岸壁(水深9ｍ)　　　　　　延長 　３４０ｍ
　　泊地(水深9ｍ)　　　　　　土量 約５６万ｍ3
　　臨港道路　　　　　　　　 延長１,４２０ｍ
　　防波堤(沖南)　　　　　　 延長　　 １８ｍ
　　防波堤(外)　　　　　　　 延長　 ３００ｍ
　　新港防波堤　　　　　　　 延長　 ２３０ｍ
　
・事業の進捗状況
　　平成２５年度末進捗率；約５８％

今後は、平成３０年度の完成を目
指し、防波堤や岸壁等の進捗を図
る。

　本事業は、石垣港の国際観光の発展を支援するた
め、また、貨物岸壁との併用による旅客の安全性の
確保及び荷役作業の効率性を確保する観点から整備
するものであり、これは、沖縄21世紀ビジョン基本
計画「人流・物流を支える港湾の整備」「観光客の
受入体制の整備」の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
Ｐ５６ イ 人流・物流を支える港湾の整備
「平良港、石垣港、本部港については、それぞれの
圏域の拠点としての機能を高め、大型クルーズ船に
対応する旅客船バース等の整備を進めるとともに、
（略）。」
(２)　世界水準の観光リゾート地の形成
Ｐ６０ ウ 観光客の受入体制の整備
「(略）海の玄関口である港湾については、大型ク
ルーズ船に対応した岸壁やターミナルビル等の整
備。国際的な観光リゾート地にふさわしいユニバー
サルデザインの理念に基づく港湾施設やマリーナ・
フィッシャリーナ等の整備を推進するとともに、
(略)。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体１．４・残事業４．３



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（港湾）　　７件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

再評価を実施した事業
別紙１

⑪
竹富
タケトミ

南
ミナミ

航路
コウロ

整備
セイビ

事業
ジギョウ

（竹富
タケトミ

町）

平成２３年度
５４億円

・実施箇所
　　竹富南、小浜、黒島航路

・事業概要
　　竹富南航路(水深3～4ｍ)　 延長４６，０００ｍ
　　小浜航路(水深3ｍ)　　　　延長　４，２００ｍ
　　黒島航路(水深3ｍ)　　　　延長　１，８００ｍ
　
・事業の進捗状況
　　平成２６年度末進捗率；約６１％

今後は、平成２９年度の完成を目
指し、竹富南、小浜、黒島航路の
進捗を図る。

　本事業は、竹富南航路における既存航路の利用上
の問題を改善し、安全・安心性、効率性を高める観
点から整備するものであり、これは、沖縄21世紀ビ
ジョン基本計画「観光客の受入体制の整備」「交通
基盤の整備と交通ネットワークの充実強化」の趣旨
にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を継続することは適当である。

【沖縄２１世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(２)　世界水準の観光リゾート地の形成
Ｐ６０ ウ 観光客の受入体制の整備
「世界水準の観光地としてふさわしい舞台づくりを
推進するため、交通基盤の整備による観光客の移動
の円滑化、(略）に努めます。」
(１１)離島における定住条件の整備
Ｐ８９　ウ 交通基盤の整備と交通ネットワークの
充実強化
「港湾等については、海上交通の安全性・安定性の
確保、質の高い観光リゾート地の形成、（略）新た
な港湾施設等の整備を推進します。」

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領
に基づき沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結
果は、
事業全体１．３・残事業２．７



１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（国営公園）　1件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

再評価を実施した事業

⑫
国営
コクエイ

沖縄
オキナワ

記念
キ ネ ン

公園
コウエン

（本部町
モトブチョウ

、那覇市
ナ ハ シ

）

海洋博覧会地区
昭和50年度

首里城地区
昭和61年度

1,185億円

事業箇所
海洋博覧会地区（沖縄県本部町）
計画面積：77.2ha    供用面積：71.8ha

首里城地区（沖縄県那覇市）
計画面積：4.7ha    供用面積：2.9ha

　事業継続

　国営沖縄記念公園は、両地区あわせた年間の入園者数が６
４３万人（Ｈ２５年度）と同年度の観光入域客数６５８万人に匹
敵する数を記録し、沖縄観光の核となる施設となっており、沖
縄振興基本方針、沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計
画）など、沖縄振興に関する各計画等に位置づけられ、更なる
観光振興拠点機能の充実等が求められている。よって、沖縄
振興の着実な推進を図るために、本事業を継続することは適
当である。

【沖縄振興基本方針】
P9　Ⅲ沖縄の振興に関する基本的な事項
11　社会資本の整備及び土地の利用に関する基本的な事項
　（2）各種社会資本の整備
　（前略）
　都市公園、・・・各種生活環境基盤について、施設の老朽化
対策に計画的に取り組みつつ、引き続き整備推進を図る。（以
下、省略）

【沖縄振興計画（沖縄21世紀ビジョン基本計画）】
P60　第3章　基本施策
3　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（2）世界水準の観光リゾート地の形成
　ウ　観光客の受入体制の整備
　（前略）
　・・・多様なレクリエーション需要に対応した公園等の整備を図
るとともに・・・（以下、省略）。
P129　第5章　圏域別展開
3　圏域別展開の基本方向
(1)北部圏域
　イ　圏域別の特色を生かした産業の振興
　（ア）　観光リゾート産業の振興
（前略）
また、県内最大規模の集客を誇る観光・レクリエーション施設
である本部町の国営沖縄記念公園海洋博覧会地区について
は、同地区の拠点機能の充実に向け、新たな観光ルートの形
成など各地域や関係機関と連携した取組を推進するととも
に、・・・（以下、省略）。

【沖縄県観光振興基本計画（第5次）】
P33　Ⅳ　施策の展開
１　多様で魅力ある観光体験の提供
　（２）　沖縄版文化振興の推進
　ア　世界遺産の整備・活用
　首里城をはじめとした「琉球王国のグスク及び関連遺産群」
についての適切な観光活用と保全のあり方を検証し必要な整
備を図る。（以下、省略）

（参考）国土交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、事業全体
6.01・残事業1.04

別紙１



１．直轄事業（沖縄総合事務局）
（農業農村整備）　１件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興推進の視点からの評価

再評価を実施した事業

⑬
国営
コクエイ

かんがい排水
ハイスイ

事業
ジギョウ

伊江
イ エ

地区（国頭郡
クニガミグン

伊江村
イ エ ソ ン

）

平成１６年度
２５０億円

【事業概要】
　受益面積：668ha（ 畑668ha ）
　主要工事：地下ダム1箇所、揚水機場2箇所、
　　　　　　　　 用水路8.3km
　工　　期：平成16年度～平成28年度（予定）

【進捗状況】
　平成26年末進捗率：86％（事業費ベース）

　事業継続

　本事業は、伊江島において農業用水の安定供給を図るた
め、地下ダムを１ヶ所新設するとともに、揚水機場および幹線
水路を整備するものであり、沖縄21世紀ビジョン基本計画の
「沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備」に即している。
　本事業は着工から10年を経過し、最終段階の配水システム
の整備等が残されており、適切な事業効果の発現のため、事
業を継続する必要がある。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　 （略）
　 このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新た
な農業用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計
画的に推進するとともに、水事情の変化に対応するため施設
等の再編・更新を図ります。

（参考）農林水産省所管公共事業の再評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は、1.02

別紙１



２．補助事業（沖縄県）

（水道）　１件

番号 事業名
採択年度
総事業費

事業概要 今後の対応 沖縄振興計画推進の視点からの評価

⑭
今帰仁村
ナキジンソン

諸志
ショシ

簡易水道事業

（今帰仁村
ナキジンソン

）

平成18年
28億円

【主な整備事業内容】
取水施設　取水ポンプ室：2か所
導水施設　調整池：1か所
　　　　　ポンプ設備：2台
　　　　　導水管：Ｌ＝7,500m
浄水施設　浄水場：Ｑ＝2,290m3
送水施設　ポンプ室：1か所
　　　　　ポンプ設備：2台
　　　　　送水管：3,500m
配水施設　ポンプ場：2か所
　　　　　ポンプ設備：2台
　　　　　配水池：2か所
　　　　　配水管：Ｌ＝35,016m

【工期】
平成19年度～平成28年度

【進捗率】　81.3％
計画通り進捗している。

配水管や配水池場等の整備を
促進し、平成28年度事業完了
を図る。

　今帰仁村諸志簡易水道事業は、水道水の安全かつ安定的な供給を図
るため、施設の拡張や老朽施設の改良、更新をするものである。
　また、当該整備は、「上水道施設の整備については、今後の水需要
や水質の安全性を確保するための水道施設等を整備するとともに、老
朽化した水道施設の計画的な更新、耐震化等を推進します。」とされ
ている沖縄21世紀ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を継続するこ
とは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
P51 第３章　基本施策
２　心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
(６)　地域特性に応じた生活基盤の充実・強化
　ア　地域特性に応じた生活基盤の整備
　「上水道施設の整備については、今後の水需要や水質の安全性を確
保するための水道施設等を整備するとともに、老朽化した水道施設の
計画的な更新、耐震化等を推進します。」

（参考）厚生労働省所管公共事業の再評価実施要領に基づき今帰仁村
が行った費用対効果分析結果は、事業全体5.54・残事業13.32

再評価を実施した事業 別紙１
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